
み
や
ぎ
夢
大
使
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

マ
ン
の
お
二
人
か
ら
、本
に
対
す
る
想
い
や
思
い
出
に
つ
い
て

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン【
伊
達
み
き
お
】

　
基
本
的
に
、読
書
は
好
き
で
す
ね
。

　
想
像
力
を
働
か
せ
て
く
れ
る
し
、漫
画
も
好
き
で
す
が
活
字
の
本
も

よ
く
読
み
ま
す
。

　
仕
事
上
、タ
レ
ン
ト
さ
ん
が
書
い
た
本
を
読
む
機
会
が
今
は
多
い
で
す
ね
。

　
図
書
館
に
も
何
度
か
行
って
勉
強
し
た
り
し
ま
し
た
。夏
は
涼
し
く
て

静
か
で
最
高
に
良
い
環
境
で
し
た
。

　
最
近
は
、活
字
離
れ
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、将
来
必
ず
役
に
立
つ

の
で
本
は
沢
山
読
ん
だ
方
が
い
い
で
す
ね
。

　
ま
ず
は
好
き
な
著
者
を
探
す
の
が
い
い
で
す
よ
。　

●
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン【
富
澤
た
け
し
】

　
中
学
生
の
頃
は
中
原
中
也
さ
ん
の
重
く
、暗
い
詩
集
が
好
き
で
よ
く
読

ん
で
い
ま
し
た
。

　『
サ
ー
カ
ス
』と
い
う
詩
の
中
で
、空
中
ブ
ラ
ン
コ
の
音
を『
ゆ
あ
ー
ん
、

ゆ
よ
ー
ん
、ゆ
や
ゆ
よ
ん
』と
表
現
し
て
い
た
の
が
衝
撃
的
で
し
た
。

　
そ
も
そ
も
空
中
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
音
な
ど
聞
こ
え
な
い
の
に
、こ
の
表
現

を
当
て
嵌
め
て
み
る
と
し
っ
く
り
来
る
の
が
不
思
議
で
し
た
。

　
最
初
の
相
方
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
時
に
、他
と
か
ぶ
ら
な
い
コ
ン
ビ
名
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
って
つ
け
た
の
が
こ
の『
ゆ
や
ゆ
よ
ん
』で
し
た
。

　
た
だ
、言
い
づ
ら
い
、覚
え
づ
ら
い
、名
前
の
由
来
を
聞
か
れ
る
と
め
ん
ど

く
さ
い
、と
い
う
３
拍
子
が
揃
って
い
た
の
で

コ
ン
ビ
名
に
は
向
い
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
芸
人
さ
ん
か
ら
頂
く
本
や
、気
に
な
る

本
な
ど
が
手
元
に
沢
山
あ
り
ま
す
が
、な

か
な
か
今
は
読
む
時
間
が
な
く
て
た

ま
っ
て
し
ま
い
、巨
大
な
山
と
な
り
部
屋

を
う
め
つ
く
し
て
い
ま
す
。

　
読
ま
せ
て
頂
い
た
中
で
は
、ア
ン
ジ
ャ
ッ

シ
ュ
渡
部
さ
ん
の『
エ
ス
ケ
ー
プ
』、イ
ン
パ

ル
ス
板
倉
く
ん
の『
ト
リ
ガ
ー
』が
面
白

い
の
で
、ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

宮城県図書館だより

4 この『ことばのうみ』No.3７は8,000部作成し、
1部あたりの印刷単価は13.5円です。
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　平成23年6月10日（金）から6月23日（木）まで、当館2階の
ホール養賢堂において、「第42回子どもの本展示会」を開催しま
した。本展示会は毎年開催しているもので、図書館、学校、地域、
家庭など、さまざまな場面での「子どもと本との出会い」に役立つ

ことを目的としています。
　今回は、当館が所蔵して
いる平成22年に出版され
た児童書や絵本などの
うち、約1,500冊と、子ど
も向け企画展として宇宙・
天文に関する本（75冊）、
大人向け企画展として地

震・震災に関する本（約
100冊）赤ちゃん絵本
（55冊）児童資料研究書
（20冊）などを展示し、
会期中はのべ838人が
来場しました。会場で
は、親が子に読み聞かせ
をしたり、絵本を夢中
で読みふける子どもの
姿が見られ、豊かな子どもの本の世界に触れるひとときを楽しん
でいる様子がうかがえました。現在、県内12ヶ所の公共図書館
等で、移動展示会を順次開催中です。

図書館からのお知らせ I N F O R M A T I O N

宮城県図書館
編集・発行

ホームページ
http://www.library.pref.miyagi.jp/

TEL022-377-8441（代表）
FAX022-377-8484

〒981-3205
仙台市泉区紫山一丁目１番地１  

第 37 号　2011年8月発行

本誌タイトル『ことばのうみ』は、本館第 8代館長・大槻文彦編著によ
る日本最初の近代的国語辞典『言海（げんかい）』（1889～1891年刊
行）に由来する。

題字　作家・高田　宏 氏
サンドウィッチマン ：
芸人　株式会社グレープカンパニー所属。伊達みきお（宮城県仙台市出身）富澤たけし

（宮城県仙台市出身）により1998年結成。2007年M-1グランプリ優勝、2009年

キングオブコント準優勝。現在みやぎ夢大使、東北楽天ゴールデンイーグルス応援大使、

ベガルタ仙台仙台市民後援会名誉会員などの役職に就いている。テレビでは東北放送

『サンドのぼんやり～ぬTV』、NHK仙台『おいしい闘技場』、ラジオではFMいずみ『サン

ドイッチマンのラジオやらせろ！』JFN系『SCHOOL NINE』などで活躍中。

表紙エッセイ　　著者紹介

「第42回子どもの本展示会」を開催しました。《叡智の杜》レポート

 

　ことばのうみ第36号「県図トピックス」のコーナーでご紹介させ
ていただきました、fmいずみの情報番組「Lady，Go!」ですが、
番組の改編により4月18日（月）から「be A-live」と番組名が変更
になりました。
　変更後も今までどおり、当館の職員が毎月第2木曜日の午前
11時10分頃から約10分間出演し、特別展のご案内や各フロア
の紹介、各種催しものの予定などの情報をお届けしています。
　放送は仙台市泉区を中心とした地域でお聴きいただくことが
できます。是非一度お聞きになってみてください。
● ｆｍいずみホームページアドレス   http://www.fm797.co.jp/

　

　節電対策の一環として、現在、開館時間が下記のとおり変更に
なっておりますので、ご理解とご協力をお願い致します。
● 火曜日から土曜日：午前９時から午後６時まで
● 日曜日、祝（休）日：午前９時から午後５時まで
● 子ども図書室       ：午前９時から午後５時まで（いずれの日も）
※カウンターサービスは午前９時３０分から行っています。
● 問い合わせ 総務班（１階）  電話 ：０２２－３７７－８４４２

ｆｍいずみ情報番組「be A-live」での
宮城県図書館の催しもの案内について

宮城県図書館の開館時間について

 

　ただ今、宮城県図書館では、各書架に余震による資料落下の
防止策としましてテープを張っております。また、今後、本格的
な施設復旧工事が予定されております。
　ご不便をおかけして申し訳ありませんがご了承願います。

　宮城県は、豊かな自然景観や歴
史的な文化遺産、さらには伝統的
な祭りや行事など全国に誇れる質の
高い観光資源に恵まれています。
　震災から復興に向けて歩み始め
ているなか、図書館の資料から宮
城の魅力を探っていこうと考えま
した。近世の塩竈・松島の様子を描
いた絵図や、松島を訪れたブルーノ・タウトの日記、仙台駄菓子にまつ
わる資料や白石和紙で編まれた本を展示しております。宮城の魅力を改
めて認識したいという願いを込めての企画です。ぜひご覧ください。
● 期　間：平成２３年８月６日（土）から平成２３年８月３１日（水）まで
● 時　間：午前９時３０分から午後５時まで
● 場　所：図書館２階　展示室
● お問い合わせ 企画協力班（１階）  電話 ：０２２－３７７－８４４5

資料落下防止対策などについて

特別展「宮城の魅力再発見」開催中です

特集特集
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